景観計画確認表（住宅地用）

	良好な景観の形成に関する基本的事項
	良好な景観の形成に関する方針
	《●●●●●新築工事》における考え方

	土地の区画形質の変更 
	・既存の景観要素の保全活用を意識した景観形成を図る。 
	・既存の地形、樹木、水辺などの保全・活用 
	・

	建築物等の配置及び規模 
	・街並みとしての景観的連続性を考慮し、周辺の建築物等を含めた集合体として配置及び規模を定める。 

・周辺の水辺、丘陵地等への眺望に配慮した配置及び規模を定める。 
	・隣接地と相互に協力による潤いとゆとりのある空間の創出 
	・

	
	
	・建物等配置、規模は、周辺の水辺、丘陵地などへの眺望を阻害しない 
	・

	建築物等の形態・意匠 
	・既存の特徴的で親しまれている地域の個性を大切にする。 

・街路に対して圧迫感の少ない街並みを形成する。 

・駐車場などは、街路からの見え方に配慮した街並みを形成する。 

・擁壁は、周辺景観と調和に配慮した街並みを形成する。 
	・周辺から突出するような大規模な建築物等（駐車場を含む）は、周辺景観と調和させるため、分棟化、又は配置・外観デザインの工夫により圧迫感を軽減 
	・

	
	
	・周辺の水辺、丘陵地などへの眺望を阻害しない形態・意匠 
	・

	
	
	・歴史ある建築物等、囲障（塀・門屋）の積極的な保全・活用 
	・

	
	
	・屋根形状は、勾配屋根を基調とし、丘陵地等の稜線との調和に配慮 
	・

	
	
	・街角（辻）に位置する建築物等における、地区のランドマークとしての役割に配慮した建物デザインの工夫 
	・

	
	
	・平置き駐車場、立体駐車場、駐輪場における緑化、建物の形態意匠の工夫による景観性の向上 
	・

	
	
	・擁壁は、周辺に違和感や圧迫感を与えないように修景、分節 
	・

	建築物等の 

外観の色彩・素材 
	・建築物等の外観は、住環境にふさわしい暖かみのある穏やかな色彩景観とする。 

・建築物等の外観、囲障の素材は、周辺と調和した素材とし、自然素材を活用する。 
	・建物等の外壁の基調色彩は、住環境に相応しい暖かみのある穏やかで周辺景観と調和した色彩とする。 

・色相5YRから10YR、0Yから5Yの場合は、明度4以上、彩度4以下 

・色相が上記以外の場合、明度4以上、彩度2以下 
	・

	
	
	・屋根、外壁、囲障の素材は、周辺と調和し、かつ自然素材を主体としたものを選定 
	・

	
	
	・立体駐車場の基調色彩、素材は、建物本体や周辺景観との調和したものを選定 
	・

	水辺との関係 
	・水辺沿いに潤いのある街並みを形成する。 
	・水辺沿いにおけるテラス、植栽などの配置 
	・

	敷地内の外構及び緑化 
	・既存樹木などを保全するとともに、敷地内緑化に努める。 

・緑を連続させ、緑豊かな街並みを形成する。 
	・下記を基本的方針として、詳細は次節の「緑の保全と緑化に関する方針」に委ねる 
	

	
	
	・敷地の緑被率は10%以上とする。（第一種低層住居専用地域以外は8%以上）
	

	
	
	・既存樹木などは、極力これを保全 
	・

	
	
	・緑の創出（生垣、中高木植栽など） 
	・

	
	
	・駐車場、駐輪場の修景緑化 
	・

	屋外広告物・サイン 
	・住宅地としての落ち着きのある居住環境を守るため、広告物の設置を自粛し、やむを得ず設置する場合も住宅地景観と調和した掲示を行う。 
	・屋外広告物の設置自粛（自家用に限り設置可能） 
	・

	
	
	・捨て看板などの設置自粛 
	・

	屋外照明・音響施設 
	・地域の特性に応じて光の影響を考慮し、効果的な照明を行う。 

・季節感の演出に配慮した効果的な照明を行う。 
	・居住環境を阻害する照明器具、音響設備などの設置自粛 
	・

	屋外設備機器 
	・通りからの見え方に配慮した設置場所の選定、修景を図る。 
	・給水タンク、冷暖房設備の室外機、受・変電設備、ゴミ置場などは通りから見えにくい場所に配置するとともに、植栽などによる修景などによる工夫 
	・

	維持管理 
	・敷地内の植栽等は適切に管理し、美観維持に努める。 

・ゴミ、捨て看板などを排除し、街全体の美観維持に努める。 
	・美観維持のため、敷地内植栽を適切に管理 
	・

	
	
	・美観維持のため、空き地を適切に管理 
	・


